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日 本 心 理 的 資 本 協 会 理 事 シ ニ ア 社 会 学 会 会 員
著 書 に 「 定 年 N E X T （ 廣 済 堂 新 書 ） 」
「 人 生 の 頂 点 は 定 年 後 （ 青 春 新 書 ） 」



※数値は50代男女会社員 「定年後研究所アンケート調査（2022年8月）」より

キャリアビジョンが明確だと言い切れる人は「ほんの一握り」・・？？



60歳定年時に、87％の人が再雇用を選択
（実態は「選択」していない？）

厚生労働省「令和４年高年齢者雇用状況等報告」集計結果 3



キャリア・オーナーシップ会社任せのキャリア形成

５０代～会社員の課題は、
会社任せから、キャリア・オーナーシップへの転換

会社にキャリア形成を
委ねてきた弊害かも・・・

「自分」を置き去りにしていませんか？

自分のやりたいことと仕事が合致している？
自分ならではの強みや専門性を築けている？
会社や周囲からの評価に囚われていないか？
名刺抜きで、社外でネットワークを作れるか？
会社を卒業したとして、自分の役割や居場所を

想像できる？

人生のハンドルは自分で握る！
自分のキャリアは自らが選択する！

自分の軸を持って、エネルギーを注ぐ対象を選ぶ

無理なく仕事を続けられる
新しく学びたいことが湧き出てくる
周囲からの評価が気にならなくなる
分野を超えて、自分を活かせるフィールドを

見出せる
名刺を必要とせず、広く⾧く、社会との繋がりを
 保てる

定年後研究所制作コンテンツ「ロールモデルに学ぶ」より抜粋

池口も自信はない



副業が解禁されても社員は動かず・・？？

副業
解禁率

副業
実施率

<２０１８年＞ ＜２０２１年＞ ＜２０２３年＞

５０.9 ％ ５５.0 ％ ６０.9 ％

１０.7 ％ ９.1 ％ ７.0 ％

＜２０代＞ ＜３０代＞ ＜４０代＞ ＜５０代＞

８.9  ％ ８.8 % 6.5 ％ ４.5 %

年代別
実施率
(2023年）

パーソル総合研究所 第３回 副業の実態・意識に関する定量調査



定年前後期からの「サードエイジ」は人生最良の時のハズ



そこで始めたのが、
「シニア世代のロールモデルのインタビュー」

２０２２年５月発刊 ２０２１年７月９日 日本経済新聞



インタビューを通じて感じた「共通点」は、



＜研究対象１１名の共通点＞
❶会社員として、仕事は頑張ってきた

❷５０代のキャリアの岐路で、悩み、葛藤しながらも、自分のこれ
からを考え抜いた

❸そこで、プランドハプンスタンス（偶然を活かす心構え）を体現
した

❹そして、新たなフィールドで視界がひろがった

❺今では、新たなフィールドで生きがいを満喫している

60歳での修士論文「ホワイトカラー会社員の定年前後期の
キャリアチェンジのプロセス」でも、共通点が。



『全く違う世界の人と一緒に勉強した。
ビジネスマンは自分だけだった』

『出向してみて視界が広がった。支店
にいるとどうしても…』

『仕事の傍ら、色んな会に顔をだすよ
うになってからです』

『自分が普通にやってきたことが、非
常に驚きだったり、新鮮だったりって
周りの人に言って頂いた』

『自分のやってきたことが意外なとこ
ろで役に立つんじゃないか』

『誰かが困っていて、自分に余力があ
るなら、その分助けてあげようと』

⇒越境体験（アウェイ環境での試し打ち）が自分発見へ
10

11名の「語り」の一部をご紹介

新たな交流で視界が広がる
（やりたいこと「WILL」の発

見）

新たなフィールドで必要とさ
れる喜び

（自身の強み「CAN」の発
見）



副業フリーランスから「試し
打ち」してみては？

出典：一般社団法人プロフェッショナル＆パラレルキャリア・フリーランス協会 早稲田大学CRC講座資料



出典：一般社団法人プロフェッショナル＆パラレルキャリア・フリーランス協会 早稲田大学CRC講座資料



＜企業経験が福祉の仕事に活かせる点は？＞
・福祉と違う考え方
・人間相手なので、多様な人間関係のご経験
・相手のことや、相手の立場を思いやる気持ち
・コミュニケーション能力、お客様対応力や接遇マナー
・社会福祉施設は「仕事のフィールド」が広いので、

経理、人事、ITスキルなどを管理部門の近代化や、職員教育など

＜多様な働き方も大歓迎＞
・ダブルワークが標準化しており、副業も歓迎
・まずは、そのままの姿をみてください

＜ご参考＞
社会福祉法人からもシニア人材に熱いラブコールが、

令和５年「企業から福祉現場への人材供給に関する調査」より抜粋（速報版）



＜ご参考＞越境体験の探し方❶「地域デビュー講座」

地域しごとサポートセンター神戸 主催
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①産業雇用安定センター キャリア人材バンクへの登録
・福祉領域へのマッチング実績もあり

②気になったNPOや社会福祉法人へ直接アクセスする
「楽しそう！」と思える活動をしている団体にアクセスする。試行錯誤はフットワークを軽く！

③地域の社会福祉協議会に問い合わせる

＜ご参考＞ 越境体験の探し方❷
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